
往診タブレット
在宅医療を支援する往診ドクター用タブレット型携帯専用端末の試作開発

(平成24年度ものづくり中小企業・小規模事業者試作開発等支援事業)
広島システム開発協同組合



広島システム開発協同組合

• コンピュータシステム開発事業者5社

• 組合員企業IT技術者：200人以上

• 事業分野：情報システムの開発 
新規性・社会性・公共性の高い分野



往診タブレット





試作開発体制





試作開発体制

• 広島システム開発協同組合：企画、監理

• 組合員企業：システム設計、開発 
協力専門事業者：個別機能開発

• 外部協力専門家：機能検証、助言





「往診タブレット」

在宅医療を支援する
往診ドクター用タブレット型携帯専用端末





医療情報データベース
• 医療業務支援

• 電子カルテ

• レセプト(診療報酬保険請求)管理 ORCA システムと連携

• 組合員企業(広島マイネット)の独自開発、10数年の運用実績





＋在宅医療 
＋医療現場の IT 化



開発のポイント
• 画面操作：直感的で分かりやすい表示、操作感

• データベース連携：実績のある医療業務支援電子カルテシステム

• 通信接続：いつでもどこからでもアクセス 
セキュリティ：不正アクセス防止対策

• 低コスト：市販のタブレット端末を使用







事業展開





事業展開

• 小規模診療所を対象

• 地域の医療体制への取り組みとの連携

• 大学・研究機関・医師会などとの連携、共同研究


